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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１つのコードバンクと１つのデータバンクとを有するフラッシュメモリデバイ
ス中にデータを保存する方法であって、
　前記データバンク中に十分なスペースが存在すると予想される時には、前記コードバン
クの中のフラッシュドライバの制御の下で前記データバンクにデータを書き込むことを、
　そうでなければ、前記フラッシュメモリデバイスの外部の記憶デバイスの中のフラッシ
ュドライバの制御の下で前記コードバンクにデータを書き込むことを、
　備える方法。
【請求項２】
前記フラッシュメモリデバイスは無線通信デバイスプロセッサによってアクセスされる、
前記請求項１記載の方法。
【請求項３】
前記フラッシュメモリデバイスの外部の前記記憶デバイスは、前記プロセッサによってア
クセスされるＲＡＭである。前記請求項２記載の方法。
【請求項４】
前記フラッシュドライバのコピーが、前記ＲＡＭ及び前記コードバンクの両方の中にある
、前記請求項３記載の方法。
【請求項５】
前記フラッシュメモリデバイス上で操作を行なう時、前記フラッシュドライバを前記コー
ドバンク中のコードにアクセスしないように妨げることを、更に備える前記請求項１記載
の方法。
【請求項６】
少なくとも１つのコードバンクと1つのデータバンクとを有するフラッシュメモリデバイ
ス中にデータを保存するシステムであって、
　前記データバンク中に十分なスペースが存在すると予想される時には、前記コードバン
クの中のフラッシュドライバの制御の下で前記データバンクにデータを書き込む手段と、
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　そうでなければ、前記フラッシュメモリデバイスの外部の記憶デバイスの中のフラッシ
ュドライバの制御の下で前記コードバンクにデータを書き込む手段と、
　を備えるシステム。
【請求項７】
前記フラッシュメモリデバイスは無線通信デバイスプロセッサによってアクセスされる、
前記請求項６記載のシステム。
【請求項８】
前記フラッシュメモリデバイスの外部の前記記憶デバイスは、前記プロセッサによってア
クセスされるＲＡＭである、前記請求項７記載のシステム。
【請求項９】
前記フラッシュドライバのコピーは、前記ＲＡＭ及び前記コードバンクの両方の中にある
、前記請求項６記載のシステム。
【請求項１０】
前記フラッシュメモリデバイス上で操作を行なう時、前記フラッシュドライバを前記コー
ドバンク中のコードにアクセスしないように妨げる手段、を備える前記請求項６記載のシ
ステム。
【請求項１１】
少なくとも１つのコードバンクと1つのデータバンクとを有するフラッシュメモリデバイ
ス中にデータを保存する方法を実行するためのコードを具現化するコンピュータ可読媒体
であって、前記方法は、
　前記データバンク中に十分なスペースが存在すると予想される時には、前記コードバン
クの中のフラッシュドライバの制御の下で前記データバンクにデータを書き込むことを、
　そうでなければ、前記フラッシュメモリデバイスの外部の記憶デバイスの中のフラッシ
ュドライバの制御の下で前記コードバンクにデータを書き込むことを、
　備える、コンピュータ可読媒体
【請求項１２】
前記フラッシュメモリデバイス上で操作を行なう時、前記フラッシュドライバを前記コー
ドバンク中のコードにアクセスしないように妨げること、を更に備える前記請求項１１記
載の媒体。
【請求項１３】
前記コードバンクにデータを書き込むことは、前記コードバンク中の前記フラッシュドラ
イバへのアクセスを妨げることを更に備える、前記請求項１記載の方法。
【請求項１４】
コンパイル時間に前記コードバンクと前記記憶デバイスのうちの少なくとも1つに前記フ
ラッシュドライバをマッピングすること、を更に備える前記請求項１記載の方法。
【請求項１５】
実行時間に前記コードバンクと前記記憶デバイスのうちの少なくとも1つに前記フラッシ
ュドライバをマッピングすること、を更に備える前記請求項１記載の方法。
【請求項１６】
プロセッサと；
　コードバンクとデータバンクとを備えるフラッシュメモリデバイスと、なお、前記コー
ドバンクは、前記データバンク上で操作を行なうために前記プロセッサによってアクセス
されるように動作可能なフラッシュドライバのローカルコピーを備える；
　前記コードバンク中にデータを保存するために前記プロセッサによってアクセスされる
ように動作可能な前記フラッシュドライバの外部コピーを備える、前記フラッシュメモリ
デバイスの外部にある記憶デバイスと、なお、前記プロセッサは、前記データバンク上で
前記操作を行なうために前記フラッシュドライバの前記ローカルコピーのみをアクセスす
るように動作可能であり、更に、前記プロセッサは、前記コードバンクが前記データを保
存するスペースを有する時、前記コードバンク上に前記データを保存するために前記フラ
ッシュドライバの前記外部コピーのみにアクセスするように動作可能である；
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　を備える無線通信デバイス。
【請求項１７】
コードバンクとデータバンクとを有する書き込み時読み出しフラッシュメモリデバイス中
にデータを保存する方法であって、
　前記コードバンク中にアプリケーションデータを書き込むスペースが存在すると予想さ
れるかどうかを決定することと；
　前記スペースが前記コードバンク中に存在すると予想される場合は、フラッシュドライ
バを前記フラッシュメモリデバイスの外部の記憶デバイスにマッピングし、前記アプリケ
ーションデータの少なくとも一部を、前記記憶デバイスにおける前記フラッシュドライバ
の制御の下で前記コードバンクに書き込むことと；
　前記スペースが前記コードバンク中に存在すると予想されない場合は、フラッシュドラ
イバを前記フラッシュメモリデバイス上の前記コードバンクにマッピングし、前記アプリ
ケーションデータを、前記コードバンクにおける前記フラッシュドライバの制御の下で前
記データバンクに書き込むことと；
　を備える方法。
【請求項１８】
前記フラッシュドライバの前記記憶デバイスへの前記マッピングと、前記フラッシュドラ
イバの前記コードバンクへの前記マッピングとは、各々、コンパイル時間でマッピングす
ることを更に備える、前記請求項１７記載の方法。
【請求項１９】
前記フラッシュドライバの前記記憶デバイスへの前記マッピングと、前記フラッシュドラ
イバの前記コードバンクへの前記マッピングとは、各々、実行時間に動的にマッピングす
ることを更に備える、前記請求項１７記載の方法。
【請求項２０】
前記アプリケーションデータを前記コードバンクに書き込む時、前記コードバンクにマッ
ピングされた前記フラッシュドライバへのアクセスを妨げること、を更に備える前記請求
項１７記載の方法。


	header
	written-amendment

